
ヨミュニケpショ誕カを高める学習指導  

一異学年交流授業を通し首一  

保健体育科  表  洋 一  

佐々木 久美子  

マ．テ鵬苛設定の理由   

本校保健体育科では，発達段階を考慮した「確かな学力」，「問題解決力」のキーワードを受け（本紀要  

p。1）一昨年度の研究では「仲間とのかかわり合いのもとでの学習活動の中で培っていく思考九表現力」，  

昨年度ほ「生涯にわたって運動に親しむための問題解決力の育成」と題し研究を進めてきた。   

高度なトレーニンダを積んだ競技経験豊かなアスリートならば他者との関わりがなくとも自分のボ  

ディー コントロールしていくことは可能である。しかし，学校での体育学習を進めていく場面，生涯ス  

ポーツを楽しもうとする場面や体力を向上させ健康の保持増進を目指そうとする場面では，仲間とかかわ  

り合いの中で運動を進めていかなければ進歩や向上は見られない。多くの運動情報は，視覚的な情報とし  

て伝わることがほとんどである。仲間と共にかかわり合いながら活動していく時に，運動課題ができてい  

る状態，あるいはうまくできていない様子（タイミング，リズムなど）を相手にいかにわかりやすく伝え  

るのか（感覚を論理的に分析しわかりやすく伝える力），また，運動着は相手が自分に何をどう伝えたいの  

かを理解すること（相手の心情を推し量る力）が運動課題の向上や進歩につながる。すなわちコミュニケー  

ションカがとても大切になってくる。   

体育での学習活動では，常に仲間とのかかわり合いを持ちながら学習を進めていかなければ授業は成立  

しないと言っても良い。そこで，本年度は仲間とのかかわり合いを通常の学習形態の同学年から一歩進め，  

異学年交流で行うことで，コミュニケーションカを高める学習指導と遺した研究テーマを設定した。  

2．研究を進めるにあたって  

（1）今までの異学年交流に関する調査（4月下旬実施）の結果から  

異学年交流学習を実施するにあたり生徒に事前調査を行った。集会やスポーツ大会などの特別活動   

等での異学年との交流はほとんどが経験している。しかし，授業の形態では1，2時間程度の短時間   

の交流はあるものの，まとまった時間の単元を通して経験したものは附属小学校の複式学級経験者以   

外ほとんどいなかった。  

また，生徒達が今までの異学年交流時に感じたこと，これから期待することや不安なことをまとめ   

てみると下記のような意見があった。  

上級生の立場からでは   

肯定的感想（良かったこと，うれしかったことなど）   

。説明したことが理解してもらえたこと。  

イありがとう」と感謝されたこと。   

・協力して物事が成し遂げられた充実感があったこと。   

。仲良くなれたこと。   

・自分に自信がもてるようになった。   

否定的な感想（いやだったこと，不安なことなど）   

。わかりやすく説明や教えることができるか不安。  
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。指示を聞いてくれないで勝手な行動をされる。  

。自分より能力的に高い生徒に対して数えることができるかどうか不安。  

・説明したことをわからないと言われたらと思うと不安。  

下級生の立場から  

肯定的感想（良かったこと，うれしかったことなど）  

。親切にしてもらえたこと。  

・わかりやすく説明してもらえたこと。  

。丁寧に敢えてもらえたこと。  

。わかるコツやポイントを敢えてもらえそう。  

・部活以外の先輩と仲良くなれそう。  

。自分たちができないような技を見せてもらえそう。  

否定的な感想（いやだったこと，不安なことなど）  

。いろいろな無理を言ってくるのではないか不安。  

。緊張してうまく話ができない。  

。質問や意見が言いづらい。  

。やる気のない上級生がいたらおもしろくない。  

（2）配慮が必要と考えられること   

学力以上に体育の授業において体力面や能力面で下級生との逆転現象が生じることが予想される。   

上級生としての自尊心が傷つき挫折感を味わったり，自信喪失となったり，意欲の低下になり本来の   

学習目的が達成できない点が懸念される（参照本紀要p．8）。また，アンケート結果からもその点で   

不安視する生徒も少なくない。そこで，グルーピングや役割分担（話し合いの中での司会；記録係り，   

知識面を生かせる審判など）を工夫し体力面や能力面において逆転現象が起きても上級生の得意とす   

る面で活躍できる場を設定し学習を展開していくように配慮する。  

（3）評価について   

本紀要P。8のコミュニケーションカを高める評価についても述べられているが，保健体育科では   

授業の終わりにコミュニケーションカについての評価観点を入れた形成的評価を行い，コミュニケー   

ションカの評価活動を行ってみることにした。（体育授業についての調査13～15）初めての試みのため，   

評価の観点についてはいろいろと議論の余地はあるところではあるが，本年度は試行段階として実施   

してみることとする。  

3．棒つ宅り運動を通した授業案践から  

（1）体つくり運動を選んだ理由について   

体つくり運動のねらいとして   

・自己の体に関心をもち，自己の体力や生活に応じた課題をもって運動を行い，体ほぐしをしたり，  

体力を高めたりすることができるようにする。  

。体つくり運動に対する関心や意欲をもって互いに協力して運動ができるようにする。   

。自己の体力や生活に応じて，体ほぐしの行い方と体力の高め方を工夫することができるようにする。  
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の3点があげられる。また，学習を進める中で，仲間と協力して互いに補助しあい運動に取り組んだ  

り，自己の体の様子ばかりでなく仲間の体の状態や変化に気づくなど，仲間とより多く関わることで  

自分を見つめ相手を気遣う場面が多く存在する。このことは，コミュニケーションカの「他者理解力」  

相手の心情を推し量る力に他ならないと考える。   

一方，体つくり運動では，他の領域のように一つの運動課題ができる，できないといった運動能力  

の差が明確に現れにくいことから，運動能力に自信のない生徒（上級生）にとっても楽しく，意欲  

的・積極的に取り組める領域であると考える。   

以上の理由により，体つくり運動が，異学年交流に取り組みやすい単元ではないかと考え，まずは  

じめに実施することとした。  

（2）本校生徒の実態   

① 運動有能感検査から（本紀要p。97）  

右記の表は単元前に運動有能感の調査  

を行った結果である。各因子は以下項目  

で構成されている。「身体的有能さの認  

知」とは，自己の運動能力，運動技能に  

単元開始前の運動有能感検査  

1年生   2年生   全体   

身体的有能さの認知   10．40   12．35   11．38   

統制感   13．05   14．95   14．00   

受容感   13．60   14．35   13．98   

総合   37．05   41．65   39．35  

対する肯定的認知に関する項目。「統制感」とは，自己の努力や練習によってどの程度コントロール   

できるかの認知度である。「受容感」とは，運動場面で仲間から受け入れられているという認知に関   

する項目で構成されている。直接比較することは非常に危険ではあるが，参考として京都教育大学   

付属桃山中学校でフィットネス教育を実施したときに行った有能感検査の結果と比較した場合，受   

容惑おいて本校生徒は，仲間とのかかわり合いが薄いと感じているようである。  

② 新体カテストの結果から  

本校生（2006年）と全国平均（2004年）  

撞力  上体起こし  長座体前屈  反復横跳び  1500m走  50m走  立幅跳  ハンドボール掛f   

48．10  428．25   概穂＝≡≡ 
47．90  423．31   8，51  183，15  19．35  

5．36  46．29   0．8q  19．86  4．66  
6．24  57．36   0．76  23．66   4．62  

63   65   65   66   66  

1391   735   1387   1380   1396   

本校生徒  31．39  ■≡三≡三…≡≡薮指：∴  42．98  ：㌻≡；：萎頼陽≡≡  ；‡＝薄紅好＝≡：．   塞肇㌣  205．44  23．20  

平均値  7．94  200．36  22．11  
本校生徒  7．14   4．49   9．48   5．32  49．53   0．69  19．03   5．32  

2年生  5．86   9．82   6．57  52．15   0．66  23．67   5．10  

本校生徒   65   65   64   63   77   64   60  

標本数  1350   

65  

1409   1409   1399   725   1392   1385   1404   

1年及び2年の全国平均との比較（モー検定）  

1年  2年  

t一倍  t一億  

撞力   －0．823   nS   0．457   nS   

上体起こし   －1．747   nS   3．831   ＊＊   

長座体前屈   2．648   ＊＊   －0．414   nS   

反復横跳び   0．244   nS   3．356   ＊＊   

1500m走   0．674   nS   3．402   ＊＊   

50m走   2．652   ＊＊   4．260   ＊＊   

立幅跳   －0．276   nS   1．690   nS   

ハンドボール投げ   －3．306   ＊＊   1．617   nS   

※ns：有意差なし，＊：p＜0．05，＊＊：p＜0．01  
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一般的に附属生は，同年代の子供たちから見ると体力的に劣ると思われているようである。しか  

し，実際には優れているものもあれば，劣っているものもあり骨が思っているほどすべての体力的  

要素において劣っているわけではない。（表1年および2年の全国平均との比較）   

体育では，「ねばり強さ」「苦しいこと，辛いことを乗り越える強さ」など心的な達しさをはぐく  

む一面もある。体力テスト実施時には，1500m走の測定前に1，2年生ともに「遅くてもいいわ」，  

「しんどいのがいやだから適当に走ろう」など挑戟する気持ち，立ち向かう気持ちよりもネガティブ  

な声が多く聞かれた。数値に表れない心的なねばり強さにかけている面があると考える。  

（3）他者理解の能力と自己表現の能力を育成するための体つくり運動の授業を行う上での方向性   

他者理解の能力と自己表現の能力を育成するための授業づくりの方向性（本紀要p．5－6）として   

6項目の方向性が示されている。本校保健体育科ではそれらを以下のような考え方に置き換えて授業   

を行った。   

① 授業を知識伝達塑だけでなく，学び合いの場へと転換する  

中野は（2001，P。11）「『講義など一方的な知識伝達スタイルではなく，参加者自らが参加。体験  

して共同で何かを学びあったり作り出したりする学びと創造のスタイル』を『ワークショップ』」と   

定義している。これは，本紀要の授業の方向性（本紀要p．5－6）の（1）項に他ならか－。また，鈴   

木は（2002）ワークショップ形式を導入した「体力をたかめる運動」の実践において効果があると   

提案をしている。そこで，この体つくり運動の単元ではワークショップ形式の授業を導入すること  

とした。   

② 話し合い活動の積極的導入  

生徒自らが考えた各種運動を持ち寄り，異学年のペアとなって運動を作り上げていく場を設定を   

するため話し合いや共同での活動をすることが多くなると考えた。   

③ 学びの自覚を高め，受動的から能動的な話し合いへと導く  

生徒自らが高めたい体力を考え選び，同じ目的を持った生徒がグループとなることで自己実現し   

ようという積極的な意志が生まれ能動的な話し合いや活動になると考えた。  

④ 学び合いの中から知識が形成されていくような授業の流れ作りを考える  

個の考えた運動→お互いのアイディアを持ち寄って考えた運動→グループ内での発表→全体で発   

表。という流れで授業を行い情報をシェアすることで新たな知識やアイディアが生まれると考えた。  

⑤ 解決できない課題の中で，試行錯誤を繰り返す試練を与える授業を考える。  

一人， ペアあるいはグループになって，なかなかアイディアがでてこない場合こちらの関わり方   

としてサ指導をするのではなく，賛同的な共感的関係を中心と考えた支援を行うこととした。  

⑥「多数」と「少数」の相互作用による新たな価値や意味の創造を目指す授業を考える。   

「多数」＝「正解」と「少数」＝「間違え」という考え方では思い切った意見交流ができなくなる   

ので，仲間同士で話し合われ作り上げた運動の全てが「正解」であるという考えの基で活発に意見   

交流が行える学習環境を設定する。  
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匝）授業実践   

① 単元計画  

体つ蔓り運動単元計画  

体育に関する知識  

体力の意義と自らの体力（4月のデータ）  

1次  オリエンテーション  
「なぜ運動をするの？しなければならな い  

の？」  

運動の意義   

2次  Letlsexercise   
体力の意義（筋力，瞬発力，持久力，柔  体ほぐし，体力を高める運動をやってみ  
軟性，調整力）の高め方   よう   

3次   
Let■s make   

豊かなスポーツライフに向けて   
体力チェック  

eXerCISe  自分たちで体力を高める運動を考えよう   

4次  みんなでやってみよう  自分たちの考えた運動をひろめよう   

① 授業の様子   

2次：Let●s exerciseから  

体育での初めての異学年交流授業ということで，   

戸惑いや緊張している様子がうかがえた。心身共に   

リラッタスしよりよく交流するために，体ほぐしを   

おもに行った。はじめは，お互いが無言であったり   

小さい声でしかカウントできなかった。そのうち  

「痛くない？」，「もうちょっと強くてもいいぞ」，「ま   

だ，大丈夫や」などの自分の意思表示している場面   

がいろいろなべアの間で見られるようになった。   

負荷のかけ方によって同じ運動でも，強度が違うことを学んだ  

後，「腹筋8分割！」と遷して腹筋運動に限定してペアで運動を考  

える場を設定した。  

ペアで話し合いな  

がら，今までの経  

験や提示されたも  

のを例として，ま  

た，学習した負荷  

のかけ方なども工  

夫し，いろいろな  

腹筋を鍛える運動  

が提案された。  

③ コミュニケーションカの評価について   

参考程度に3時間の授業を終わっての結果を載せておきたい。まだ，十分な時間を費やして授業を   

行っていないため，この段階では何とも言えないが，いずれの項目についても2年生において高いス  
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コアを示している。運動をに対してあまり自信を  

持っていない生徒に「1年生と一緒にするの授業  

はどうか」と質問したところ，「やっぱり上級生や  

し恥ずかしいことできんし，リードしてやらん  

と」という返答が帰ってきた。   

これからどのような変容が見られるのか授業を  

進めていきたい。  

4。まとめ   

紀要の原稿の途中でほあり，まだこの単元は進行中である。これからコミュニケーションカがどのよう  

な高まりが見られるかは不明である。しかし，授業が進むごとにお互いが，自分が高めたい力に向け，互  

いのアイディアを出し合い協力しながらいろいろな運動を作り出したり，実施している姿が見られるよう  

になった0また，上級生が少しずつではあるが，活動の中心として下級生をリードしている姿や下級生が  

「さすが先輩」と感じる場面もみられる0本紀要p。7に記載されている，異学年交流での効果ありと考え  

られる，「上級生の誇りや使命感が感じられる場面」が現段階ではいろいろな活動の中において見られるよ  

うになっている。   

体つくり運動は，運動能力に差があってもその差を感じさせないで活動できる単元として考え，初めて  

の異学年交流授業として行った0今後ほ，ほとんどの生徒が中学校で初めて学習する柔道の単元で，運動  

経験・能力の差が小さく取り扱いやすい単元と考え，数時間であるが異学年交流を実施したい。また，運  

動能力の差があると考える単元においても上級生がいきいきと活動できる工夫を考え実施していきたい。  

引こぶん初めての読みで課題もいろいろと見えてくると思われるが，本研究を問題提起としてとらえてい  

ただき今後につなげていきたい。  

引用，参考文献  

高橋健夫（2003）体育授業を観察評価する pp．27－28明和出版  

井谷慶子。北川純一他（2002）中学校体育へのフィットネス教育の導入とその可能性 京都教育大数育実  

践研究紀要第2号p。85  

中野民夫（200ユ）ワークショップ一新しい学びと創造の場一 岩波新書  

鈴木直樹，塩澤発一（2006）ワークショップ形式を導入した「体力を高める運動」の実践提案 体育科教  

育学研究22（1）：25－34  
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運動蘭寵感す≡闘ず愚調査  

この調査用紙には馬運動につb篭ての文章が封ずてあります。それぞれの質問につ』篭  
でも自分にあでほまると思う番号に1つ○を慧けで苛凱篭。ニの調査は％あなたの成績と  
は関係あり京せゐ。  

（  ）辱（  ）組（   ）番（ 男 囚 敦 ）  

Fよ宅あではまる」………。5  

「ややあては薫る」……＝塾  

「どちらとも』篭えな魁篭」……3  

「あ苦りあてほまらな』篭」…8望  

「まった電あではまらな』淘」…1  

1．運動能力がすぐれて♭篭ると恩♭、ます。  ＝…qp  5 卑 3 望1  

2．たぃて齢辟運動は上手にでき京す。  ‥‥‥  5 卑 竃 望1  

3．練習をすれば、必ず技術や記録は伸びると思い苦す。  ……  5 卑 3 望1  

軋 努力さえすれば、たいていの運動は上手にできると思♭もます。  ‥…8。 5 卑 3 歪1  

5．運動をしているときも先生が励ましたり応接して宅れます。  ‥‥・。 5 卑 語 望1  

6．運動をしてし、るときち友だちが励ましたり応接して≪れます。  ・‥。D。 5 卑 3 望1  

7．一緒に運動しようと誘って吃れる友だちが』もます。  ‥‥・。 5 卑 3 空1  

軌 道勤の上手な見本として、よく選ばれます。  ＝…‥  5 埠 3 望1  

9．一緒に運動する友だちがいます。  ‥蓼…℡  5 卑 語 望1  

柑．運動について自信をもっているほうです。  …‥t  5 卑 3 望1  

11．少し難しし亀課題でも、努力すればできると思います。  ‥・‥。 5 卑 3 21  

眩 できない運動でも、あきらめないで練習すればできるように  
なると思います。  

‥‥‥  5 4 3 2 1  

身体的有能さの認知。。◎。1，2，8，10  

統制感昏。申。。匂。8。 。3，4，11，12  

受容感8。。色。。。色。 。5，6，7，9  

の項が該当する  
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俸蘭援腰龍竃駆竃㊨調査 ＿＿＿M  
（  ）卑（  ）組（   ）番（ 男 色 女 ）  

今日の体育授業につ♭篭て質問し富す。次の1から15め質問に対して句あなたはどのように恩机まし  
たか。自分の気持ちにD番近い答えに0をつけて下割鵜  

「強くそう思う」……。‥ 。5  

「どちらかと言えばそう思う」‥‥＝‥凋  

「どちらでもない」‥＝‥3  

「あまりそう思わない」…・2  

「まった宅そう思わなし鴇」。。7  

1．条しかったですか。  …b‥・ 5 卑 急 変1  

2．自分にもできそうな内容だと恩♭ヽましたか。  ・。‥q・ 5 卑 3 望1  

3。十労に運動することができましたか。  pt…・ 5 卑 3 望1  

卑．漂銘心に残ることや、感動することがありましたか。  …‥‥ 5 卑 3 望1  

5．新しb包発見や知識儲習得、理解の深まりなどがありましたか。   ＝‥‥ 5 埼 3 望1  

臥 運動によって爽快感を感じましたか。  。‥＝・ 5 卑 3 望1  

7．今日行った運動は健康や体力め向上に役立つと感じましたか。 ・・・・・・＝・ 5 卑 3 望1  

臥 今田学んだ知識や技術は今後の生活に役立つと感じましたか。  ＝・…・ 5 卑 3 望1  

9．あなたにとって価値のある授業でしたか。  …払＝・ 5 卑 3 21  
柑．今日のような運動をまたやってみたらもと恩むヽましたか。  …… 5 掲 3 望1  

＝．授業とは別に運動や畏ボーッをやってみようと思い葛生たか。   ‥Ⅶ＝t 5 卑 竃 望1  

1乏．運動を継続することが乗切だと思し包ましたか。  p…88・ 5 卑 3 望1  

13。自分の気がつ♭㌔たことち考えたことや意見が相手にうま宅伝わりまし寅‥・8‥ 5 4 詔 望1  

掴．相手に伝わるような東きな声や動きで説明できましたか。  ■nB。q・ 5‘洛；3 雲空「  

15．相手の伝えたし㌔ことを理解しよう払㌔う気持ちで活動できましたか。・＝…り 5 召ト 3翌1  

監常田の授業め感想溺  
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．恩鬼啓蘭放電魁昏啓▲g’g  

一人郡毎・軸顧．  

敵べちて．もう一ん如足ユ函渦や・桓lて・1  
キミ坊．．射軋沌雨  

認鬼啓蘭汲暦魅蓼啓’厨■g  
二＝。こ、－；こ－：こ・・；－、二二ご仁ぎン、．・い：  

q・嫁鳩曲線棚重奇牲tlる 

¢・7ヰホ、・且モ緒ち．蔓甲奴絡で．と噂滴こす   

I 

も写陶物卑盈て老中せ春画に馴鹿がぶす  

ねせ什た侯ウてvよ上身尼亀毛tJミも亡し・た  

（鎚軸・町中て・  
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亨哨崇章票桑野そ  ‘巧言紅幣  

棒鋼認鈎留位魯弱免㊧ †  俸騎認園部泣魯解義㊨g  
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墨紺野雲ゑ評「叫⊥－  霊紹㍑藩狩彗再  
恵鬼啓暦法暦魁蓉啓g g  翠ゐ啓粛捻習魅静粛gダ   

つま私立う可ま芽應を？0勺に感け’二々噴き与く  ラり盲亡て木リレモ還し′1∴ノヾ、ラ｝えモヒリ領一デ  

う1一之てメぢそもダる  

ヱ一二三．生∵込」鼠．掠二もユゝ．、純一け．＿＿「．＿  lヽ 0、‘■小、、、∵、   

＿，｝｝・．－、・一一  号三鷹聾慧庖劉  冨癌菜喜慧東軍誓寵ミ  

≡∴コき≡：‥ニミ、＿華子、．、∴、 －・．・・ ニー・、∴・  
尊厳賢票  

…盲へ声－ミ  ゞ、ヰこ10・   ‡チ・・謂紆㍑浮巧一気  

還鬼啓圏汲暦』蓉啓貫首  宝感誓；＝ミ・ニ∴11イ・亡ノ                                                                                                                                                                         J  

・－こさ・ミ．・こミニ云、ニト‡ミ：．さヾご「ざ  
。・・育Lモrl＿て、こ－示ニ10．  

Q 50日1、て盲七千でィ 

うつぶ批軋て鼠／こば一言を娃きむ。  

ポ、小せ啓紬一相場観鵜  

q・・ごミ：・・Y・・り  ＿．′＿り＿＿「．＿  
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